
令和 7 年度事業報告 
 
法⼈本部 

本年度は⼀年をかけて新規事業について検討を重ねてまいりました。すでに
ご了承を頂いているところですが、福島市より 2 階建てにするよう指導を受け、
損益について検討を重ねたところ、エレベーターの設置に要する経費や維持管
理費の負担が⼤きく稼働率 100 パーセントであれば採算は取れるものの稼働率
が 90 パーセントの時点で採算割れになることが⾒込まれるため、新規事業につ
いては断念することとしたところです。なお、先⾏して購⼊していた⼟地につき
ましては、今後有効活⽤を図るよう各所と調整を進めていくことといたします。 

⼈材確保については令和 7 年度も新卒採⽤を実現することはできませんでし
た。需要に対する義肢装具⼠の供給量が圧倒的に少なく、業界全体で⼈材不⾜の
状況が数年続く状況となっています。それを受け、定年の延⻑についても検討を
開始いたしました。職員に対しましては、聞き取りを開始しているところです。 

地域貢献事業につきましては、福島市と連携し、⽣活困窮者の就労に向け実習
⽣ 1 名を受け⼊れました。また、就労移⾏⽀援事業所より依頼を受け、実習⽣ 2
名を受け⼊れたところです。社会福祉事業では無料メンテナンス、無償修理を実
施いたしました。なお、評議員会において、昨今の社会情勢を鑑み、件数や規模
に上限を設けるなど、取り組みを縮⼩してはどうかとの意⾒も頂いていること
を、併せてご報告いたします。 

購買事業につきましては、⼊れ替えでパソコンを 1 台購⼊したところです。 
研修事業につきましては、福島県社会福祉協議会が主催する各種研修事業お

よび、補装具の完成⽤部品を取り扱う代理店様や既製品装具を製作するメーカ
ー様主催の各種研修事業、商品展⽰会に職員を派遣し、知識と技術⼒の向上につ
なげたところです。 
 法⼈運営につきましては、理事会・評議員会でご議論を頂いた⼈件費の在り⽅
について、職員とも意⾒交換を⾏い、賞与の削減に取り組むことができました。 

また、令和 6 年度監事監査で指摘を頂いた事業収⽀ベースでの⿊字化に法⼈
を挙げて取り組み、詳細については議案第 2 号でご審議を頂きますが、事業活
動収⼊が 2億 1281万 3493 円、事業活動⽀出は 2億 389万 7526 円となり、結



果として事業活動による収⽀は 891 万 5967 円の利益をあげ令和７年度を終了
することができました。 

なお、社会福祉充実残額は発⽣しませんでした。 
 
業務活動について 
 令和 6 年度中から業務内容の⾒直しを⾏い、その⾒直し内容に沿って令和 7
年度の業務活動を⾏いました。主な取り組み内容についてご報告申し上げます。
⽇常⽣活⽤具への積極的な取り組みは⼀部にとどまり、全体的な業務の⾒直し
に繋げることはできませんでした。義肢装具⼠と技能⼠の役割分担については
⼀部で実現することが出来ましたが、業務活動全体のバランスを考慮する中、満
⾜のいく結果とはなりませんでした。今後業務会議を継続して⾏い、少しずつで
も実現するよう意⾒聴取を⾏いながら取り組むことといたします。 
 医⼤への取り組みについてはまずは挨拶活動から始めることとし、理事⻑⾃
ら季節、季節の挨拶に伺ったところです。今後も継続して挨拶に伺うこととし、
また、新規開拓のみならず、従来の営業先での業務活動を拡げる取り組みを研究
するなど、業務の拡⼤に取り組むことといたします。 
 指定特定相談⽀援事業所や居宅介護⽀援事業所との連携を深める取り組みに
ついては前進を⾒たところですが、さらなる広がりに向け今後も継続して連携
協調を深めることといたします。 
 全体としては⾝障⼿帳交付関連のシェアが広がりました。事業活動収⼊が増
加した要因でもありますが、⼀部で⽇常⽣活⽤具への取り組みが成功した結果
であると判断しています。 
 
福島⼯場 
 為替の相場や原油⾼の影響から各種素材の値上げが続いた⼀年でありました。
材料費⽀出については、メーカーや問屋とも協議を重ねましたが、社会情勢の⼤
きな流れの中、当初予算を⼤幅に上回り 9028 万 991 円の⽀出で令和 7 年度を
終了いたしました。 
 技術⼒の向上ですが、円背患者様向けの硬性装具の開発に取り組み前進を⾒
ることができました。今年度は実⽤化に向けさらに改良を加えることといたし



ます。 
 また、３Dスキャンによる硬性装具の製作に取り組み、令和 7 年度は 50 件の
取り組み成果を上げました。装具のフィッティングはいまだ従来の製作⽅法が
上回るところですが、知⾒を積み重ねるとともに、将来への投資と捉え今後も継
続して実施していくことといたします。 
 


